
世界は停戦を訴える／3月9日全英統一行動 イスラエル軍は米軍が投下した食料を爆破

リブ・イン・ピース＠ＣＡＦＥ

「ガザの虐殺と飢餓を止めるために」
3月24日（日）午後1時半から4時

阿倍野市民学習センターアトリエ
（あべのベルタ３F、メトロ阿倍野下車；裏面地図参照）

主催 リブ・イン・ピース☆９＋２５ 入場 無料
３月１０日にラマダンが始まりましたが、イスラエルは停戦を拒んでいます。あくまで

もハマス壊滅まで戦争を続けるつもりです。すでに３万１千人のガザ市民が殺されました。

このままでは戦争と急速に深刻化する飢餓で１０万人を超える人々が命を失います。直ち

にこの戦争は止めさせなければなりません。

イスラエルは民主主義国家ではありません。パレスチナ人を軍事支配する植民地国家、

占領国家です。相手を全滅させないとイスラエルの平和はないという考えは異常と言うほ

かありません。米国は大量の爆弾や弾薬をイスラエルに送り、日本政府もＵＮＲＷＡへの

資金拠出を停止し飢餓による市民虐殺の片棒を担いでいます。メディアは停戦できないの

はハマスのせいだと報じます。解放されるべきパレスチナ人が悪者にされています。

ガザの人々に連帯するために私たちは何を知り、どう行動すればいいのでしょうか。カ

フェでは、イスラエルによるパレスチナ略奪と抑圧の歴史、ハマス＝テロ組織というプロ

パガンダ批判、ガザ攻撃を巡る状況等について、そして何ができるか等について話し合い

たいと思います。是非ご参加下さい

リブ・イン・ピース☆９＋２５
https://www.liveinpeace925.com Email; info@liveinpeace925.com
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